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森林内に生息する動物群集の構造を知ることは，森林における有害動物の防除のための基礎資料とし

て，また生態学的にみても重要なことであり，今までにかなりの研究がなされてきている。わが国におい

ても内田・富岡12)によるネット・スウィーピングによる調査『原因・;I!那部2) による燈火を利用した調査

々どがあげられる。しかしわれわれの目的とする森林社会の構成因子である無せきつい動物全体を推定

するには困難て、ある。最近.菊沢・四手弁5) はプナ林でビニール・シートを利用し， BHC くん煙斉IJを使

用して節足動物の密度，現存量の調査を行なっている。また，森林:内の無せきつい動物の現存量の推定に

ついて， IBP に関連していくつかの調査の方法などが発表されている山地川ωω。カナダでも MARTIN酔

は Pinus γesi向。sa の造林地で樹冠のフォーナの調査のため.漏斗状の布を利用して調査を行なっている。

著者らは昭和 39 年高知営林局が，主として予防駆除の省力化を目的とした守空中散布による松くい虫

の防除のための事業化試験を実行するに当たり，薬剤散布の森林生物相への影響‘松くい虫の防除効果な

どの調査のため受けわくを利用して.落下した動物群集の調査解析を行なった。今までの調査研究が，広

葉樹または混交林に主体がおかれており.マツ林における資料はほとんどないので.一応これらの資料を

とりまとめて報告する。

この調査を行なうに当たって，調査の機会を与えられ.かつご援助いただいた元高知営林局造林課長大

島信夫氏，元同造林課長補佐大迫貝IJ明氏，また調査にご協力をいただいた元高知営林局造林課岡村芳計

氏守高知女子大学助教授松崎沙和子氏，清水高等学校教諭野田和子氏‘高知女子大学学生別所倣子氏今同

松本紘子氏，高知県林業試験場宇賀正郎氏.同西村英昭氏，調査にご便宜を与えられた元中村営林署署長

秋沢紀清氏，元同経営課長大崎二郎氏，元同浮鞭担当区主任浜田充保氏ほか薯の方々，元清水営林署署長

宍戸豊希氏『元同経営課長近沢 正氏，元同足摺担当区主任中町栄氏ほか署の方々に感謝する。なお秋

沢紀i青氏からは入野調査林の写真の原図の提供をしていただいた。

落下動物の同定に当たっては下記の方々のご援助をいただいた。大分けと主としてキクイムシ科，その

他は高知大学和田豊洲氏‘柄日艮類は元土佐高等学校，元日本貝類学会員故中山綬馬氏，真正くも類は高知

市秦倉小学校，東亜くも学会員中平清氏，とびむし類は弘前大学内田 一氏，かげろう類は元京都大学

1968年 1 月 8 日受理

*一部は第 76 回林学会大会(1965) で報告した。

(1) 四国支場保護研究室 ( 2 ) 浅川実験林天敵微生物研究室長(前四国支場保護研究室)

(3) 高知大学農学部助教授
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上野益三氏，脈し類は北海道農業試験場桑山 覚氏，毛し類は奈良女子大学津田松苗氏，甲虫類は日本甲

虫学会員沢田高平氏， 同芝田太一氏，城南女子短期大学林 匡夫氏，愛知学芸大学大平仁夫氏，愛媛大

学久松定成氏，北輿化学小西正泰氏，林業試験場森本桂氏，あり類は高知県教育センター岡本啓氏，

その他膿し類の科分けは同じく岡本啓氏と高知県農林技術研究所川村 満氏，ヒメバチ科は兵庫農科大

学桃井節也氏，コマユパチ科は北海道大学渡辺千尚氏，ジガパチとギングチパチ科は兵庫農科大学岩田久

二雄氏，ハナパチ科は同宮本セツ氏，こばち類は愛媛大学立川哲三郎氏，農業技術研究所土生利申氏，北

海道立林業試験場上条一昭氏，双し類は高知女子大学松崎沙和子氏である。

調査の企画およびとりまとめに当たっては，東京大学教授日搭正俊氏，林業試験場こん虫科長小田久玉

氏，同こん虫第 1 研究室長山田房男氏にご教示いただいた。なお日塔正俊氏には原稿の校閲をしていただ

いた。また，前四国支場長渡辺録郎氏，同保護研究室長伊藤武夫氏(現関西支場保護部長)には終始ご激

励を賜わった。

上記の方々に対し厚くお礼を申し上げる。

調査の場所と方法

調査林は高知県西部の土佐清水市足摺半島中央部の日婆地区と幡多郡大方町入野海岸林の 2 か所(第 1

図)で，臼婆調査林はいわゆる松くい虫の被害が続発しているところで‘広葉樹とマツの混交林分であ

る。入野調査林は松くい虫の被害のきわめてすくないマツの純林である。

使用した薬剤は BHC を主剤とする乳剤で，ヘリコプターによって 1 ha 当たり 1201 空中散布を行なっ

Tこ。

落下動物の受けわくには， 1 mX 1 mの正方形の針金のわくに，ロート状の布を取り付けたものを用い

た。なお，ロート状の布は下部が筒状になっていて，ここから落下した動物が採集できるようになってい

る。

A: 入野調査地 lrino Forest ; pure of aged pine. 

B: 臼婆調査地 Usubae Forest ; mixed of pine 

and other evergreen broad-leaved trees. 

第 1 図調査したところ

Fig. 1 乱1ap of Shikoku Island showing the 

study forest. 

入野調査地

入野調査地はてい線から約 200m 離れたと

ころに今海岸線に平行して北東から南西の方

向に延長 4km，幅は東部で 250m あまり，

中部で 100m，西部で 200m ぐらいの防風保

安林である (Phot. 1) 。

林の構成状態からみると.大きく東半分と

西半分に分けることができる。すなわち，東

半分はクロ 7ツ Pinus th仰bergii PARLAT. 

を上層木とし，中・下層木は海岸性の常緑広

葉樹の生育が認められる 2段林の形をなす植

生で，ミミズパイ Symρlocos glauca KOJDz. 

が特に多く，ついでヤブニッケイ Cinnamo

mum ja�onicum SIEBOLD et NAKAI，シャ

シャンボ Vaccinium bracleafum THUNB. 
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が多く，これらの中にヤマモモ 1I1yrica rubra SIEB. et ZUCC. , アラカシ Quercus glauca THUNB. , 

ウパメガシ Q. ρhillyraeoides A. GRAY，クスノキ Cinnmηomum camρhora SIEB.. シロダモ Neolitsea

sel-icea KOIDZ. ，カゴノキ Actinodaρhne lancifolia MEISN. , トベラ Pittosρorum tobira AIT. ，カマツ

カ Pourthiaea lIillosa DECNE. var. laevis STAPF，ヒメユズリハ Daρlzniþlzyllum teijsmanni ZOLL. , 

@ 

、\

• Pinus th附beγ-gii

第 3 図入野第 1 調査区の受けわくの配列状

況とクローネの投影図

Fig. 3 An arrangement of trays and 

projected crown are日 at Plot 1. 
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第 2 図入野調査地の調査区

Fig. 2 The study plot and BHC spraying 

area in Irino study forest. 

、\

• 

• Pinus thunbergii 

第 4 図入野第2調査区の受けわくの配列状

況とクローネの投影図

Fig. 4 An arrangement of trays and 

projected crown area at Plot 2. 
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カンコノキ Glochidion obovatum SIEB. et Zucc. , 

ヤマノ、ゼ Rhus sylvestris SIEB. et Zucc. ，クロガ

ネモチ Ilex rotunda THUNB. ，モチノキ 1. integra 

THUNB. ，マサキ Euonymus ja.ρonicus THUNB. , 

ヤブツパキ Camettia jaρonica LINN. ，サカキ Cle

yera jajうonica THUNB.. ヒサカキ Euη'a japonica 
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• Pi叫us thunbeγ-gii 

第 5 図入野第 3 調査区の受けわくの配列状

況とクローネの投影図

Fig. 5 An arrangement of trays and 

projected crown area at Plot 3. 

et Zucc.. ハマクサギ P問mna japonica MIQ. な

どの広葉樹が点在している。西半分はクロマツの単

純林としてもよい林で岡クロマツを上・中・下層木

とし， 部分的にクスノキ， ヤプニッケイ. キハギ

Les.企edeza bueγ-geγi MIQ. 、すワシログミ El，αeαgmls

pungens THUNB.，シャシャンボラナツハゼ Vac

cinium oldhami MIQ. が点在している。 これら

の林に林の状態，相対位置などを考え 3 か所の調査

区をとり(第 2 図)，各区に 1mX1m の受けわく

を 1 辺 5 わくう計 25 わくの正方形位置に設置した。

各調査区における受けわくの配列，立木位置， クローネの状態は第 3-5 図， Phot. 4 - 9 のとおりで

あるつ

受けわくに落下した動物群集の採集は，散布した直後(当日. 1964年 6 月 24 日ト 1 日後 (6 月 25 日)，

2 日後 (6 月 26 日)および 4 日後 (6 月 28 日)の 4 回行ない，採集の方法は降雨の関係もあり.受けわ

くにたまった水とともに採集し，水を捨て.アルコールの液漬標本として採集した。

臼婆調査地

臼婆調査地の林の形相はウパメガシ，ヒメユズリハ，タイミンタチパナ Alyrsine seguinii LÉv. など

の厚葉常緑広葉樹にクロマツが混生していて，林そうは密に閉鎖し，うっそうと茂っている。これらの林

を構成している樹種はクロマツヲヤマモモラウパメガシ，イヌピワ Ficus erecta THUNB." クスノキラ

トペラ，コクサギ Orなα jaρonica THUNB. ，ヒメユズリノ、今カンコノキヲアカメガシワ llIatlotus ja.ρ0-

nicus MUELL. ARG. 司 クロガネモチ，マサキ，ヤプツバキ，ヒサカキヲ ミツパツツジ Rhododendron

dilafatum MIQ. ，シャシャンボ，タイミンタチパナ，ネズミモチ LigustTllm jajうonicum THU:-rn. など

である(第 1 表，第 6-7 図， Phot. 2 - 3) 。

林の状態，相対位置，地形などを考え，入野調査地と同様 3 か所に調査区をとり(第 8 図ト受けわく

を 5X5 の位置に 25 わく設置したっ各調査区における受けわくの配列，立木位置， クローネの状態は第

9-11図， Phot. 10-12 のとおりである。

受けわくに落下した動物群集の採集は，散布した直後(当日.第 4調査区は天候の関係で 2 回散布，

1964 年 6 月 2613 ， 29 日)， 1 日後 (6 月 30 日)， 3 日後 (7 月 2 日)， 4 日後 (7 月 3 日)， 7 日後 (7

月 6 日)， 8 日後 (7 月 7 日)の 6 回行なった。採集の方法は 6 月 26 日を除き乾燥標本として三角紙に採

集した。
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第 1-1表日磐第4調査区付近の植生

(ベルトの長さ30m)

Table 1-1. Vegetation near the 

Plot 4 (length of belt was 30m) 

樹 本数

Density 

5 

nu 
l
 

5 

9 

2 

3 

7 

ヒメユズリハ
Daρh向iphyllum leijsmam� 

カンコノキ
Glochidion obovalum 

クスノキ
Cinnamomum camρhora 

トベラ
Pilto宅þorum tobira 

名

ヤマモモ
1'vlyrica rubra 

ウパメガシ
Quer:us phillyraeoides 

イヌピワ
Ficus erecta 

マサキ
Euonymus ja，ρonicus 

ヤブツパキ
Cameltia jaρonica 

シャシャンボ
Vaccinium bracleatum 

タイミンタチバナ
M.アrsine seguinii 

ネズミモチ
Ligustrum ja，ρonicum 

種

Species 

クロマツ
P�nus thunbeγ'gii 

cn 

Belt-transect near the Plot 4. Fig.6 日磐第 4調査区付近の植生第 6 図
47 Total 計
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第 1~2表臼港第6調査区付近の植生

(ペノレトの長さ25m)

Table 1~2. Vegetation near the 

Plot 6 (length of belt was 25m) 

ミ='ビウ
ーシ 凶パ2 メ " 
パパサユメ
りツプ1 ス‘ 71
uノツヰリ シ
ジジハ

タ
イ
一
一
?
ン
タ
乎
パ
ナ

l 本数
I Density 

4 

14 

5 

8 

3 

5 

クロマツ
Pinus thunbergii 

ウパメガシ
Quercus phillyraeoides 

クスノキ
Cinnamomum cam�llOra 

コクサギ
Orixa ja，ρonica 

ヒメユズリハ
Daρhniphyl!um teijsmanni 

アカメガシワ
Mallotus ja�onicus 

クロガネモチ
Ilex γotunda 

ヒサカキ
Eurya ja，ρonica 

ミツバツツジ
Rhododendron dilatatum 

名

シャシャンボ
Vaccinium bracleatum 

タイミンタチノヰナ
Myrsine seguinii 

ネズミモチ
Li.注rustrum jalうonicum

種

Species 

樹

第 7 図臼幾第6調査区付近の植生

Fig. 7 Belt-transect near the Plot 6. 

45 Total 



第 8 隊! 日磐調査池の調査区

Fig. R The study plots and BHC spraying area 

in Usubae study forest. 
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• Pinus th附lbergii

o Broad-leaved tree : P Pilto~ρorum 

tobira , C Cametlia ja�onica 

第 9 図 自主き第 4 調査区の受けわくの配

列状況とクローネの投影図

Fig. 9 An arrangement of trays and 

projected crown area at Plot 4. 

~ 

• Pinus thu的eγ-gii

o Broad-leaved tree: 
D Da゙hni�hyllum tei，ismαnni 宅

R Rhododendγon dilatαtu悦

第 10 図 日磐第 5 調査区の受けわくの

配列状況とクローネの投影図

Fig. 10 An arrangement of trays and 

projected crown area at Plot 5. 
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ρ/ 

• Pi附s lhu百bergii

o Broad-leaved tree : Q Quercus 
争hiflyγaeoides

第 11 図 臼磐第 6 調査区の受けわくの配

列状況とクローネの投影図

Fig. 11 An arrangement of trays and 

projected crown area at Plot 6. 

受けわくで採集された動物群集

受けわくに落下した動物群集の調査区別，採集日別，

種類JjIJの頭数は第 2 表に示すとおりである。

第 2表に示すように落下した動物は入里子調査地では19

日で司とびむし類がいちばん多く，ついで双し真正く

も，膜し類が多く，そのほか半し，だにち直し甲虫類

に属するものが比較的多く採集された。日安調査地では

14目で，あり類がいちばん多く，ついでとびむし，甲虫

類が多く，ほかに半し膜し(あり類を除く)類なども

かなり多く採集された。これらのうち13目は両調査地に

共通である。すなわち，マツの純林に近い入野調査地に

は，混交林である日婆地区よりさらに広範にわたる動物

種が生息していることになる。

この目数は内田・富岡12ヘまた菊沢・四手井5) のもの

よりも多いが，これは前者がネット・スウィーピングで

あわ後者が BHC のくん煙剤であったが， 著者らの方法が主として BHC 乳剤のかなり高い濃度のも

のを，空中散布するという方法をとったことも影響しているのではないかと思われる。

これらの採集した個体数の検討，および群集構造などについては，次報以降で解析するので，ここでは採集

されたもののうちおもな目の種構成について両調査地問の比較などを中心に略述する。

真正くも類 Araneina 

日望号調査地よりも入里子調査地のほうが多く採集され，前者では 11 種，後者で 32 種であった。そのうち

臼婆調査地のみで採集されたものは 1 種，入野調査地のみで採集されたものは 22 種，両調査地に共通し

て採集されたものは 10 種であった。入野調査地では第 1 ラ第 2 ，第 3 調査区の!買に多く採集されぅ第 3

調査区は上部樹冠がクロマツのみであったが今種類，個体数とも最も多く採集された。

種別頭数は入野調査地では，ヘリジロオニグモ Araneus subρullalus BOES. et STR. がいちばん多

く，ついでヤハズフクログモ Ctubiona jucunda (KARSCH) ，ハエトリグモ科 2 ，アシナガサラグモ Pro

tinYPhia tongiPedel1a BOES. et STR. ラハエトリグモ科 1 の順であった。日婆調査地ではノ、エトリグモ

科 2 ，ヤハズフクログモラコカニグモ Coriarachne fulviPes (KARSCH) の順であったが.個体数はきわ

めてすくない。

ヘリジロオニグモは海岸地帯のくもでラウパメガシなどに群生的にあみを作ることが多くうあみは粘性

が強く円いといわれている。ヤハズフクログモは俳回性のくもで，おそらく樹幹，草葉上を俳回し，樹皮

の間などに袋状のすみかを作って産卵するものと思われる。 ρエトリグモ科のものは，いたるところを俳

回する。アシナガサラグモは低木，下草聞にさらを伏せた形のあみを張るがあみには粘性がない。コカニ

グモは主として樹幹に待機して小範囲を排回するが，マツ類の樹皮下にひそんでいることが多い。これら

の習性をもっといわれているくも類がラマツの純林に近い入野のマツ樹冠に多く生息していることは興味

深い。
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とぴむし類 Collembola 

全部で 8 種採集されており，そのうち入野調査地では 6 種.日婆調査地では 8 種，両調査地共通種l土 6

種で日婆調査地のほうが 2 種多く採集された。

とびむし類は採集個体数からみれば最も多いものであったが，この採集数は天候に支配される度合が大

きく，特に降雨と関係があるようである。すなわち，ノトさいこん虫であるために.薬剤によって直ちに死

んでも雨が降らないと落下してこないようである。臼建調査地では第 4 調査区の当日(降雨がある)に大

部分のものが採集されている。

両調査地とも大部分は，サメハダトピムシ科に属するキノシタクロトピムシ Xellylla brevis，ρinαKI

NOSHITA であった。

同定者である内田 一氏*によると Pseudisotoma monochaefa (Kos) は，入野調査地でキノシタクロ

トピムシについで多く採集されており‘また臼婆調査地でも採集されているが.本種は従来ヨーロツノfの

マツ林地帯で採集されていたものであれ本邦では新記録種である。また Homidia nigrocφhala H. 

UCHIDA は弓入野調査地.日婆第 4 ，第 6 調査区で採集されたが号本種もー本邦新記録種であるつ

一般にキノシタクロトピムシとトウアヒゲナガトピムシ Salina celebensis (SCHλFFER) とは.あい

ともなってヒノキなど針葉樹の枯枝などで採集されているが，キノシタクロトピムシは比較的乾燥すると

ころにすみ， トウアヒゲナガトピムシは樹枝葉上などで生活している種である。また‘ヒメトゲトピムシ

Tomocerus mi仰tus (TULLBERG) は地上に多い種である。

今回の調査から.これらがし、ずれもマツ樹冠内にも生息していることが明らかである。

半し類 Hemiptera 

入野調査地で 10 科司臼鋒調査地で 14 科で，両調査地共通は 6 科，計 18 科であった。両調査地ともメ

クラカメムシ科に属する種が最も多く採集され.入野調査地ではミズムシ科守アワフキムシ科，アブラム

シ科の順であり，日盤調査地ではキジラミ科笥アブラムシ科.アワフキムシ科，コナカイガラムシ科の順

であった。

脈し類 Neuroptera

全部で 11 種採集されており，そのうち両調査地に共通種はアカスジクサカゲロウ Chηsoρa furcifera 

OKAMOTO と，同じくクサカゲロウ科の Chryso.ρo に属する 1 稜(幼虫)の 2 種のみであった。両調査

地ともこのクサカゲロウ科のものが最も多かった。

リュウキュウホシウスパカゲロウ Glenuroides okinawaensis OKAMOTO は，従来琉球だけに知られて

いたものであるが，入野第 1 調査区で採集された。イッテンチャパネヒメカゲロウ Micromus tin珒us 

HAGEN は四国では未記録穏であったが，日婆第4，第5調査区で採集された。また.日磐第 4調査区で採集

されたヒメカゲロウ科の Syn.φerobius sp. に属する成虫は同定者桑山 覚氏によると新種であるという。

りんし類 Lepidoptera 

りんし類は大部分がノl、が類に属するものであったが.ほとんどのものが特に分布生態上問題になる種は

いなかった。同調査地ともホソガ科に属するものがいちばん多かった。

甲虫類 Coleoptera 

この類は今回の散布の対象になった松くい虫を含むので，便宜上松くい虫に関係、の深いカミキリムシ，

* 内田ら(1966)口}は別途，今回の資料の一部について発表されている。
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第 2表落下した動物の調査

Table 2. List of animals sampled and change of 

入野調査地 Irino study forest 

種 類

Species 

Stylommatophora 柄眼目 | 

Pu�isoma 0γcula マルナタネガイ|

Scolopendromorpha おおむかで貝|
ズアオムカデ l

SωlOþ!!1Zdra damnosa I 

Acarina だに目

Araneae 真正くも目

キノボリトタテグモ
Ummidia fragaria 

Lathys sp. カレハグモの一種

U loborus varians ウズグモ

Theridion ja，ρonicum ヒメグモ

コケヒメグモ
Theridion subadultum 

Theridion sp. ヒメグモの一種

アシナガサラグモ
Pγ'olinyÞhia longi�edella 

セスジアカムネグモ
Oedothorax insecticeρs 

Araneus ventricosus オニグモ

ヘリジロオニグモ
Araneus subρullatus 

アオオニグモ
Araneus �entagrammicus 

マメオニグモ
Araneus' triguttatus 

ヤマシロオニグモ
Neoscona scylla 

Cyclosa insulana シマゴミグモ

チュウガタシロカネグモ
Lez:cauge blanda 

アシナガグモ
Tetragnatha 1う raedonia

キクズキドクグモ
Lycosa 1うseudoannul，αta

。ゐ:yoρ田 sertatus ササグモ

Oxyoρes sp. シマササグモ

Coriarachne fulviþes コカニグモ

Tmarus ρiger トラフカニグモ

キハダカニグモの一種
OXYJうtil，αsp.

キンイロエピグモ
Philodromus auricomus 

アサヒエピグモ
Philodromus JfI，ρonicola 

l|(l+i。|

2 (26-

o
s
r
 

w
w
d印

T
d
d
 

22 

2 2 3 

54 4 3 13 

3 

2 

76 2 

6 10 

つ
ゐ

5 

3 

2 3 

3 2 

26 15 7 106 45 5g 

7 5 13 



マツ林における無せきつい動物の群集構造 1 (越智・片桐・小島) -11-

区別，採集日別の種類別頭数

their relative abundance by time after BHC spraying 

r
s
r
 

u
y

民

-oaLU 

F
d
a
 

Total 

50) 

ー
ノ
ー「
‘
、

ー

3 

21 叶51
-

守
，s

A
守

点
U

<J4

1
 

2|(11L| n
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4
U
 

ζ
u
 

ぷ
U1

 

I (1+) 
5 I 240 

2 2 

2 2 2 2 

2 3 

5 2 5 2 2 9 

l l 

3 74 4 5 2 12 20 65 5 6 96 

3 11 3 15 2 16 3 21 

5 6 l 7 11 3 15 

6 129 100 112 4 4 220 171 246 21 17 455 

2 

l 

2 2 

2 2 2 2 

2 2 2 

2 3 

3 1 3 

1 l 

2 2 2 4 5 

5 2 6 7 

4 6 2 11 5 19 
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第 2 表 (つづき) (Continuecl) 

種 類

Species 

Carrholus detritus ネコハエトリ

オスクロハエトリ
Hyctia magisteγ 

Salticiclae 1 ハエトリグモ科 l

Salticiclae 2 // 2 

Sal ticiclae 3 // 3 

Salticiclae 4 // 4 

ヤハズフクログモ
Clubiona jucunda 

クロチャケムリグモ
Zelotes asiaticus 

Total 

Pseucloscorpiones かにむし目

Cltelano�s sp. 

Collembola とびむし目

キノシタクロトピムシ
Xenytla bγevisJうina

Pseudisotomα monochαetα 

E月tomobrya spp. 

Homidia 托igroceþhαiα

Collembola1l 

Total 

Orthoptera 直し目

Grylliclae コオロギ科

Blatticlae ゴキブリ科

ヒメゴキブリ科
Phylloclromiiclae 

Paratenodeγa sinensis カマキリ

ノ、ラピロカマキリ
Hierod，祖lα S日包ssuγei

St且titia 宵阻culata コカマキリ

Total 

Isoptera しろあり目
イエシロアリ

Co骨'toteγ別総 foγmosanus

林業試験場研究報告第 217 号

1 (1 -25)* 2 (26-

lmmecli- lmmecli-
ately One clay Two Four ately One clay Two 

clays clays Total clays 
after after 

after after 
after after 

after spraymg spraymg 

8 2 11 11 7 

25 23 5 2 55 12 18 

l 

11 13 3 28 9 13 

|ω| 14 I 239 9 

1 1 (1+)21 

471 70 183 32 10 291 I 29 

6 5 11 3 

2 

2 l 

72 64 46 182 105 215 

|間|78 I 951 247 

2 22 2 26 2 73 l 

3 3 2 

8 2 10 9 

l 3 2 

3 2 

21 叫| 3 
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50) 3 (51-75) Tota! (1 -75) 

Four 
lmmedi-

Two Four 
lmmedi-

Two Four 
clays Tota! 

ately One clay 
days dfatyε s Tota! 

ate!y One clay 
clays 

adfatyes r 
Tota! 

after 
after after 

after atter 
after after 

after 
spraylllg spraymg 

l 

l 1 l 

20 14 l 15 33 10 2 46 

31 19 11 30 56 52 5 3 116 

I l 2 2 

l 

2 25 49 3 2 91 57 5 7 144 

1 1 2 2 4 

15 而」
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。
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11 341 713 18 3 ‘ 875 481 3 ,505 925 61 4,972 

3 72 12 84 6 75 17 98 

3 2 4 4 2 7 

2 6 7 B 3 11 

15 335 1,472 445 93 2 ,010 1,649 724 154 2,527 

27|(424| 1 4 ,69511 , 1731 14h。|叶 5 刈1，6731 k
d
 

l
 

r
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、
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76 8 2 4 14 4 103 5 4 116 

2 6 6 

10 17 2 19 34 3 2 39 

6 2 3 2 7 

7 7 日

5 12 15 2 3 21 

円礼可 1 51 (勺71 691 111 1 10 1 
71 (6+) 

(1) 
27 
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第 2 表 (つづき) (Continued) 

l' (1 -25)* 2 (26-

種 類
hmedi|ylT Four 

Spec'ies days Total 
ately One da d wo 

after aft afatyes r after ait-r after az: 
spraym 

Psocoptera ちゃたてむし目

Psocidae チャタテムシ科 1 31 7 1 15 1 I1 26 1 41 221 4 

E phemeroptera かげろう目

シロタニガワカグロウ
Ecdyonurus yosidae 

マエグロヒメフタオカグロウ
.4.meletus costa1is 

Clo~θn dipterum フタパカゲロウ 7 8 l 9 
Total |ω9| 10 

Odonata とんぼ目 | 
アオモンイトトンボ|

Jsch問問 senegalensis I I 21 
Thysanoptera あざみうま目

Thripidae アザミウマ科 3 4 

イネクダアザミウマ
Haρlothrips aculealus l 

クダアザミウマ科
Phloethripidae 2 

Total i 臼

Hemiptera 半し目

ホソハリカメムシ
Cletus trigoηus 

Reduviidae サシガメ科

Anthocoridae ハナカメムシ科 2 

Miridae メクラカメムシ手} 4 10 5 19 7 70 5 

Sigaγ也 substγiata コミズムシ 2 3 2 

Sigaγa distanti ミズムシ 2 2 

トグアワフキムシ科
Machaeroti dae 

マダラアワフキ
P四ce.βtyelus na即ae 2 

マツアワフキ
.4.1うhroρhora flaviPes 14 2 17 

ヒメシロオピアワフキ
幼hγゆhoγa obliqua 

Cercopidae アワフキムシ科

Jassidae ヨコノミイ手斗 2 

Psylla elaeagni グミキグラミ 2 

Psyllidae キジラミ科
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Total (1 -75) 

Immedi.1 
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l I 1 l 

l l l 2 1 l 3 

l 1 2 
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2 50 3 4 58 54 3 5 63 

l 2 3 4 5 

5 5 6 6 
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第 2 表 (つづき) (Continued) 

Species 

2 (26-

種 類
3

5

r

 

m
F
允

T
d

剖

Aphidae 2 

Total 7 ト言 l 8 

Nel1 roptera 脈し目

チャパネヒメカゲロウ
Miげ3悦:us 叫umeγosus l 

クロヒメカゲロウ
Sym1うherobiils fessellatus l 

アカスグクサカゲロウ
Chηs'O，争a fu:γcïfeγa 3 

ホク(サシLaカウrvゲスa)パロウの一種Chrys'O�a sp. 2 2 5 l 14 J 
カグロウ

Glenur'Oides jaρ'O nicus l 
リュウキュウホシウスノヰカゲロウ
Glenu:γoides oki担α叩α酔zsis

Total 21ω7| u つ

Trichoptera 毛し目 | 
ゴマダラヒゲナガトピケラ|

Oecetis 托igγoþ官官c!ata I 

ー

ー

、
、
，
ノ

l
 

，
，
、

Lepidoptera りんし目

Lithocolletidae ホソガ科 2 l 4 5 

マツヅアカシンムシ
Evetγia cγistata l 1 

Eucosmidae ノコメハマキガ科

Tortricidae ハマキガ科 1 2 

Pyralidae メイガ科

Cane�h'Ora asi.αtica ミノガ

Geometridae シャクガ科 l 

Acontiinae コヤガ亜科

Microlepidoptera 3 

Lepidoptera (Larva) 

Total 1 (5 

Coleoptera 1 甲虫目 1 2)

Miaenia t'Onsa ケシカミキリ 9 B 2 
ナガクチカクシゾ、ウムシ

Rhadin'Omerz目前αebαγαi

マツノオオキクイゾウムシ
Mαcγoγb抗印lus crassii祉scul百舌

キクイサピゾウムシ
Dか'01うhth'O rus scu[�tiratus 
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Four 
days 
after 

8 門司

- 17 ー

Tota! 

26 
1 (1刊

l 

1 
3 4 4 8 8 
18 2 6 8 4 16 9 2 31 
1 

1 (5) 241 -6-1--1 

iω2 ¥ 31 1 1 

:r---1 (;)I:r-161 161 91 

1 11ω51 31 21 21 
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u
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3 2 6 9 4 2 15 
2 2 
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2 2 3 4 2 6 
l 

l l 

1 2 
l 1 

3 2 2 2 3 5 
2 4 1 2 5 

円-11-101 1 1 (9+ ~o 1 21 1 121 1 Iω 

19 22 5 2 29 31 13 2 2 48 

2 4 2 3 6 
3 2 4 
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第 2表 (つづき) (Continued) 

1 (1 -25)* 2 (26~ 

種 類
lmmedi- Immedi-
ately One day Two Four ately One day Two 

Species days 
adfatyes r 

Total 
dafatyes r after after after 

after after 
spraymg spraymg 

マツノキクイムシ
Blastolうhagus ρinかerda

キイロコキクイムシ
Cryphalus fulvus 2 2 l 5 1 

トウヒノヒメキクイムシ
Pityophthorus jucundus I 

マツノツノキクイムシ
。γthotomicus a抗rgul，αtus

マツカワノキクイムシ
Orthotomicus proximus 

Ips tosa開sis トサキクイムシ 2 3 

Total 
(6) 

2 5 2 3 12 9 10 3 

Coleoptera 2 甲虫目 2

ウスオピコミズギワゴミムシ
Tαchys seγicans 

チピツヤムネハネカクシ
Heteγothops ∞g叫αt叫$

Cαゆelinus sp_ 1 2 2 

Carpelinus sp. 2 

Oxytelus sp. 

Aleocharinαe ラspサ. 5 
ダンダ ピカッコウムシ

Stigmatium Pilosellum 
ミツモンセマルヒラタムシ

P田mmoecus tγigutlαtus 3 
l ホソムネホソヒラタムシ

Silvαnoprus anguslicolli 
フタトゲホソヒラタムシ

Sil1フanns bidentatus 

Silvanns sp. 

Cryþto_ρhagus sp. 
ヒメナガセスジホソカタムシ

Bitoma 叫iponiω 2 
ナガヒラタホソカタムシ

Cico悼es α抗!gustissimus ? 
カメノコテントウ

Aiolocaria mirabilis 

Mesothes sp. 2 

Ochina sp. 
タバコシパンムシ

工，asiod肝ma seγγico打開

Lyctidae ヒラタキクイムシ科
クリイロクチキムシ

Boγboγesthes αciαtlαγis 

セグロニセクピボ、ソムシ
Aderus brunnidorsis 

ミツヒダリアリモドキ
Pseudolepta!eus tγigibber 

コフキコガネ
Melolo叫thαiφonica

シロスジコガネ
G ranida alboli河eata 3 



マツ林における無せきつい動物の群集構造 1 (越智・片桐・小島) 19 -

50) 3 (51-75) Total (1 -75) 

Four 
Immedi. 

Two Four 
Immedi. 

Two Four 
days Total ately One day 

days days Total ately One day 
days 

adfatyes r 
Total 

after 
after after 

after after after after 
after spraymg spraymg 

l 

l 2 3 2 4 3 9 

l l 2 1 3 

l I 2 l 2 3 

l l l 

2 l 4 3 l 2 7 

(4) (10) (10) 
22 26 13 5 5 49 37 28 10 8 83 

1 

l l 

2 l 3 4 1 5 

l 2 2 

l 1 
l l 

3 1 l 5 4 l 6 

3 3 3 

l l 

l 

l 1 

l 

1 1 l 3 2 3 l 6 

2 2 4 2 2 4 

1 2 

2 2 l 6 3 4 l l 9 

2 8 l 10 9 2 l 12 

l 

1 1 2 2 

3 I 4 3 l 4 

1 1 

3 3 3 
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第 2表 (つづき) (Continued) 

1 (1 -25)* 2 (26-

類 Immedi-
One day Two 

種 Immedi-
Two Four 

Total 
ately 

adfatyes r 
ately One day 

days days after after 
Species 

after after 
after after spraymg spraymg 

ヒメスジコガネ
Mimela fiatJilabds 71ヨ早

サクラコ
Anomala daimiana ガネ

ヤマトアオドウ
A叫O押zala viridima 

(12) 
10 2 15 5 

Total 
3 7 3 

(18) 
14 3 

Total 
5 27 

Hymenoptera 膜し目

Euponeγa sp_ ハリアリの一種

Ponera sp_ ヒメハリアリの一種 8 2 2 12 

Pheidole nodus オオズアカアリ l 
トピイロシリアゲアリ

Crematogaster t.α'boriosa 11 13 4 28 5 127 32 

ハリプトtsuシmリuraアゲi アリ
C開matogaster ma 2 6 9 2 19 26 10 

アミメアリ
Pristomyrmex ρungens 2 2 4 27 8 

Kyidris mutica. ヌカウロコアリ l 

Iridomyrmex itoi ノレリアリ 4 4 8 
ヒラフシアリ

Technomyrmex gibbosus 
ヨツボシオオアリ

Camponotus caryae quadri河otatus
ウメマツオオアリ

Cα骨ゆonot叫s itoi tokioe時sis 3 4 2 5 
ヒラズオオアリ

Camlうonotus niPponicus 
アメイロアリ

Paγatγechi;抗a flavipes 2 

Lasius 也igeγ トピイロケアリ

Leptothorax sp_ ? 4 

Total (10) 
8 31 32 8 79 10 195 54 

フシダカヒメパチ
Exeristes roborator 

Campop/ex sp. 

Bγachycyγtus 耳αwαii

Ichneumoni dae ヒメノ守チ科 l 

B/acus sp. 

APanteles sp. 2 

Alうαnteles sp. 3 

Aραnteles sp. 

Chelo世us sp. 

Bγαco時 sp. 1 

Braco河 sp. 2 
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50) 3 (51-75) Total (1 -75) 

Four Immedi回
Two Four Immedi-

Two Four 
days Total ately One day 

adfatyes r adfaty巴sr 
Total 

ately One day 
adfatyes r adfatyes r 

Total after after after after ö. ftιr 
spraymg spraymg 

I 1 

l l 1 

l 

(11) (14) (27) 
16 23 11 5 3 42 31 28 8 6 73 

11(15)38¥ 491 241 101 81C;-4)~1 r --681 561 181 '
b
 

k
d
 

l
 

、B
ノ

句Jq
u
 

〆
s
、

ー

A
せ

ー

l 

B 2 3 13 

l 2 3 

25 189 l 63 42 11 117 6 201 87 40 334 

38 19 73 24 5 121 22 105 43 8 178 

37 3 3 l 29 13 l 44 

l l 1 2 

4 4 8 

l l l 

2 1 l 3 

l 9 2 l 3 5 7 3 l 16 

l 2 l 2 

2 2 2 

l l 2 3 2 3 5 

5 1 l l 4 2 7 

(12) (10) (15) 
29 288 22 142 71 17 252 40 368 157 54 619 

l l l 

1 l l 2 

l l 1 

2 l 3 4 

1 l l 

l l 

l 

1 l 1 

l 2 2 

1 l l 

ー ーー--圃』



- 22 ー 林業試験場研究報告第 217 号

第 2 表 (つづき) (Continued) 

1 (1 -25)* 2 (26-

種 類 Immedi. Immedi. 
ately One edr ay|l Two 

Four ately One day Species 
after after"1 a~ys dafatyes r 

Total after after dafatyes r 
spraymg 

ladfaty er 
spraymg 

Braco河 sp. 3 

Bra四時 sp. 4 

Spathius sp. 1 

Spathius sp. 2 

Rogas sp. l 

Doηctes sp. 2 

Braconidae コマユパチ科 l 2 

Eucoila sp. l 
オナガアシブトコパチ

Podagrion nip.ρonicum 

Cricellius sp. 2 

Eupteromalus sp. 

Pteromalini 2 2 

Teγmola閉会a sp. 5 

Xiρhydricophaga sp. l 

Pteromalidae コガネコパチ科 1 

Encyrtidae 2 

Encyrti dae 3 

Encyrtidae 6 

Eマnツcyケrtムidシaeノ トピコパチ科 l 
、ネミジカタマゴ、パチ

Anastatus gastγ'opachae 2 

A持αstatus sp. l 

Eupelmus sp. 

Closteroceγus sp. 

Pediobius sp. l 2 

Tetrastichus sp. 1 l 

Tetrastichus sp. 2 

Tetrastichus sp. 3 

Eulophidae ヒメコノξチ一科 2 
ヒゲナガクロメチ

Ceraphronidae 1 l 

Ceraphronidae 2 l 

Ceraphronidae 3 l 1 

Telenomus sp. 2 2 

nr. Inoste抑制a sp. l l 8 1 

Platygaster ノs、pフ. 5 56 8 2 71 21 14 
ピロヤドリパチ科

Platygasteridae l l 

Atelopterus sp. 

Apoidea はなばち類 1 

Total 
(18+) 

13 70 10 2 95 8 55 19 

Total IOB+)l 
10 I 174 73 



マツ林における無せきつい動物の群集構造 1 (越智・片桐・小島) - 23 ー

白50) 3 (51-75) Total (1 -75) 

Four 
Immedi. 

Two Four 
Immedi. 

Two Four 
days Total ately One day 

days days Tota! 
ately One day 

days days Total 
after after after 

after after after after 
after after spraymg spraymg 

1 1 

3 3 3 3 

1 

l l 

l l 

l 

3 2 1‘ 3 l 4 6 

l 2 

l 1 

2 2 2 

1 1 

2 l 4 5 

5 5 6 10 1 11 

l 2 2 2 3 

l l 1 2 2 4 

l 

1 1 

3 2 3 

l 2 2 

l 

l 

1 2 2 4 

1 l 1 

l 

3 2 2 4 5 

1 

l 

l 3 3 

9 l B 2 1 11 

2 37 3 4 7 5 80 26 4 115 

l l 1 2 

l l 

l 1 

(25十) (14+) (42+) 
4 86 9 17 8 3 37 30 142 37 9 218 

33 I 374 31 |ω! 20 I 289 70 63 I 837 



- 24 ー 林業試験場研究報告第 217 号

第 2 表 (つづき) (Continued) 

1 (1 -25)* 2 (26-

種 類 lmmedi- lmmedi-
ately One day 

Two Four ately One day Two 
Species 

after after 
days days Total after after adfatyes r 

spraymg after after spraymg 

Diptera 双し目

Fungivoridae キノコノ守エ干斗 3 37 11 2 53 6 41 6 

Sciaridae クロノξネキノコパエ科 2 14 8 25 3 9 5 

Limoniidae ヒメガガンボ科 1 2 

Tipulidae ガガンボ科 l 

Tanyderidae ニセガガンボ科 2 l 

Psychodida巴 チョウパエ科 l 4 6 4 2 

Culicidae カ科 18 62 11 91 5 31 4 

Simuliidae ブユ科 l l l 

Chironomidae ユスリカ科 61 415 102 7 585 68 527 76 

Ceratopogonidae ヌカカ科 1 

Cecidomyiidae長(L角ar亜vaタ目) マノ号エ手ヰ 18 5 24 15 l 
の幼虫 1

Nematocera 1 5 24 30 l 15 22 

Nematocera 2 (Larva) F 2 3 

Stratiomyiidae ミズアプ科

Asilidae ムシヒキアブ科 2 3 

Phoridae ノミパエ科 9 4 13 6 4 

Trypetidae ミパエ科 3 

Lonchaeidae クロツヤノ守エ手科4 2 
ショウジョウノ守エ

Drosophilidae 4 47 2 2 55 23 33 8 

Agromyzidae ノ、モグリパエ科 1 

Anthomyiidae ノ、ナパエ科 2 3 2 

Calliphoriclae クロパエ科 2 l 

Phasiidae ヒラタハナパエ科

Sarcophagidae ニクノぞエ手斗 l 3 

Dexiiclae アシナガヤドリパエ科 2 2 4 

Total 1 (1 
36 I 897 133 

Total of animals sampled 
72711 ,0451 

ト118+)|
in study forest 157 I 2 ,466 



マツ林における無せきつい動物の群集構造 1 (越智・片桐・小島) ← 25 ー

50) 3 (51-75) Total (1 -75) 

Fot.ir lmmedi-
Two Four lmmedi-

Two Four 
days Total ately One day 

adfatyes r adfatyes r 
Total ately One day 

days days Total 
after after after after after 

after after spraymg spraymg 

7 60 6 10 6 10 32 15 88 23 19 145 

l 18 4 2 l 7 5 27 15 3 50 

2 

l l 

l l 1 2 l 4 

1 7 l 5 6 5 3 5 6 19 

41 l 35 6 18 60 24 128 21 19 192 

2 l l 2 2 2 5 

3 674 59 355 82 106 602 188 1_297 260 116 1,861 

l 2 2 

16 2 4 3 33 7 44 

29 67 9 11 20 16 36 64 117 

3 3 3 

2 3 3 3 l 5 

2 l 3 

l 11 l , 10 3 15 25 11 2 39 

3 l l 4 4 

2 2 2 

65 26 39 10 B 83 53 119 20 11 203 

l l l 2 2 

2 2 5 7 6 6 12 

2 5 7 l 1 2 11 9 l 2 4 16 

3 B 8 12 12 

5 l 2 2 5 5 3 4 12 

461 匂1
141 日1 司
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26 ー 林業試験場研究報告第 217 号

第 2表 (つづき) (Continued) 

日磐調査地 Usubae study forest3} 

種 類

4(76-100)* 

Immedi.1 ~， I ~ I n I l Threel Four I Seve叶 Eight
22:| 白~~~I d;;~ I d~1~'l d;~~l To凶

I after I after I after I after spraymgl -----I -----I -----I 

5 (101 

Species 

Immedi.I~， I 1・ I Threel Four 

:時 12芯J22
spraymg 

Lithobiomorpha いしむかで目
1 I I 
7 I 1 1 

I I 
1 I 21 

I (1) 1 I 

|円1 I Acarina だに目

Araneae 真正くも目

Theridion japoniωm ヒメグモ

アシナガサラグモ
ProlinYlう hia long砂edella

Araneus ventricosus オニグモ
ヘリジロオニグモ

Araneus subρullalus 

Araneus triguftatus マメオニグモ

Coriarachne fulvZρes コカニグモ
アサヒエピグモ

Philodromus j.αρonicola 

2 2 

2 

Rhene atrata 

Sal tici dae 1 

Salticidae 2 

カラスハエトリ

ハエトリグモ科 l

グ 2

2

3

3

 

つ
ゐ
つ

u
q
u

t
A
1
4
q
u

守
，a

っ
οClubiona jucunda ヤハズフクログモ

Total 
1 14日 I 1 Iω16 I 17 I 21 

Collembola とびむし目

キノシタクロトピムシ
Xenylla brevis，ρiηαI 409 

Total 
4531 61 I Ftζl 

2 

19 

Pseudisotoma monochaeta 

E持tomobrya spp. 

Homidia nigrocφhala 

Collembola4) 4 

1 r ~:l 
Orthoptera 直し自

Pha抗肝0争te:γαfαlωta ツユムシ

Gαmpsocleis bueγ-geri キリギリス

Gryllidae コオロギ科 12 12 

Ischnopteγ'a striata キスジゴキブリ 3 

Paγulenode'γα si叫E抗sis カマキリ 3 3 
ハラビロカマキリ

Hierodula saussuγei l 

Statiliα 棉αculata コカマキリ l 

Total |円71

イエシロアリ
Coρtotermes formosanus 

Isoptera しろあり目



-125) 

Seven 
days 
after 

マツ林における無せきつい動物の群集構造 1 (越智・片桐・小島)

Tota! (76-150) 

2 

l 

l 3 l 

l 

2 3 2 2 2 6 4 3 

1 I 

l 1 

3 5 

7 5 6 

4 6 7 12 2 

21 匂1T 141 51 21 九 1 451 81 

l 40ヲ 2 1 

2 13 2 

4 24 15 20 2 

l 1 5 4 

4 12 5 

4 I 31 |ω1 1 

l 1 

I 1 l 

7 3 1 11 19 3 

3 3 

3 3 6 

4 4 5 

l l l 3 

1(2¥ I |円?I 

- 27 ー

Tota! 

2 

4 

4 11 

2 

5 

16 

14 

5F58  

412 

15 

5 42 

9 

17 

51 495 

l 

l 

23 

3 

6 

5 

3 

|ο 42 

(1) 



- 28 林業試験場研究報告第 217 号

第 2 表 (つづき) (Continued) 

種類

Psocoptera 

Psocidae 

Species 

Thysanoptera あざみうま目

Thripidae アザ、ミウマ科

Phloethripidae クダアザ、ミウマ科

Tota! 

Hemiptera 半し自
ヒラタナガカメムシ

Gαstγodes j，α~þo托icus

Lygaeidae ナガカメムシ科
ヒメクピナガカメムシ

Enicoc，φhalus lewisi 

Reduviidae サシガメ科

乱1irida巴 メクラカメムシ科

Alうhroβhora flavi�es マツアワフキ

Peuc，φtyelus nawαe マダラアワフキ

Cercopidae アワフキムシ手ト

Jassidae ヨコパエ科

Cixiidae ヒシウンカ科

Achilidae コガラシウンカ干ヰ

Araeopidae ウンカ科

Sαγi叩ααmα:gisa司自 クサピウンカ

Psyllidae キジラミ科
マツオオアブラムシ

Ci百~ara þi畦ifoγmos，α冗G

Aphidae アブラムシ科

Pseudococcidae コナカイガラムシ科

Diaspidae マノレカイガラムシ手ヰ

Tota! 

Neuroptera 脈し目

Acroberotha okm河otonis ケカゲゲロウ
ミドリヒメカ ロウ

Notiobiella subofivacea 
イッテンチャパネヒメカゲロウ

Micγomus timid叫

Sy明þheγob∞iuヒ臣s官メasptヨe.lツlゐa ボシクサカゲロウ
Chrysojぅ。

アカスジクサカグロウ
Chηso;抑 furcifeγα

Chryso�a Sp. (Larva) 

Tota! 

1 

2 

30 

7 

3 

2 

1 

29 l 

15 

l 

l 

l 

3 

3 

7 

2 

31 15 7 

7 l 2 

3 

2 

30 l 

15 3 

12 

l 

I (9+ ~21 

1 

l 

l 

l 

3 

3 2 

7 

I Iω17 I 



マツ林における無せきつい動物の群集構造 1 (越智・片桐・小島) - 29 ー

-125) 

5 

¥ \叩7

2 2 2 2 

2 2 

つ2 2 10 53 10 63 

3 4 11 2 14 

3 3 

l l l 

2 3 2 2 5 

l 

30 31 

5 19 21 

12 12 12 

1 \て7!)1 161 4¥ 2¥ 3¥ (IO~~ ¥ 127¥ 29¥ 21 
|(1 81) 

2 2 

4 4 

2 6 6 II 11 

2 2 5 10 2 13 

同司 ~ ¥- 1 ¥ 21 1-(3-)~ 1 -301-~-I- ~I 



30 ー 林業試験場研究報告第 217 号

第 2 表 (つづき) (Continuecl) 

4 (76-100)* 5 (101 

種 類 lmmecli- lmmecli-
ately Three Four Seven Eight ately Three Four 

Species after 
days days c1ays days Total after days days 

spraymg after after after after spraymg after after 

Lepicloptera りんし目

Stigmelliclae モグリチピガF科 l 

Lithocolletic¥ae ホソガ科 8 l 9 7 

Gelechiidae キパガ科 2 3 
シロスジカパキバガ

P抑制αIαclis semα耳tris l 
マツカレハ

Dendro/imus sρ町labiflis (Larva) 

Microlepidoptera 2 2 

Total 1 (勺61

Coleoptera 1 甲虫目 l目

ヤマトチピコバネカミキリ
Lφleρania j.σρonica 

キュワシュウチピトラカミキリ
Perssus kiusiuensis 

マツノマダラカミキリ
Mo冗ochamus alternαtus 2 

キボシチピカミキリ
Sヲbγα flavomαculata

キュウシュウトグパカミキリ
Eηss，α前四ααmα略。i

Mia間:ia tonsa ケシカミキリ
アトホシヒゲナガゾウムシ

Exi llis jaþo世icol，α

キマダラヒゲナガゾウムシ
Tγopide:γes geγma抗叫S

ホソアナアキゾウムシ
Hylobius elo托Eαtus

ナガクチカクシゾウムシ
Rhadinomerus maebarai 

ニセマツノシラホシゾウムシ
Shiγαhoshizo rufescens 2 

ワシパナヒメキクイゾウムシ
Phloeophagosoma CU:刊irostγe

マツノオオキクイゾウムシ
JIIlacrorhyncolus crassiusculus 2 5 

キクイサピゾウムシ
Dtyophthorus sculptiγαtus 2 3 

マツノスジキクイムシ
日yluγ'ftoþs i叫teγstitiαlis

マツノホソスジキクイムシ
廷'yl，αstes pαγαllelus 

マツノコキクイムシ
Blasto:争hαgus minoγ 

マツノキクイムシ
Blasto争hα'ftUS pi抗iPe:γdα

アマクサコキクイムシ
Cryphalus amakusanus 2 

キイロコキクイムシ
Cr)éρhalus fulvus 4 36 2 42 5 26 4 

トウヒノヒメキクイムシ
Pityo�hthorus juc肌dus 2 3 

1長s tosαensis トサキクイムシ 3 
マツノツノキクイムシ

。γthotomiα~sαng担iαt叫S



マツ林における無せきつい動物の群集構造 1 (越智・片桐・小島〉 - 31 ー

-125) 6 (126-150) Total (76-150) 

Seven Eight lmmedi-
Three Four Seven Eight lmmedi-Three Four Seven 

Eadfiatgyehs r t 
ately ately days days Total 
after 

days 
adfatyes r adfatyes r 

days Total 
after 

days days 
adfatyes r 

Total 
after after 

spraymg after after 
spraymg after after 

l l 1 2 

7 l 1 16 l 17 

l 3 3 6 1 7 

l 

2 2 2 2 

2 2 
. ，ー、，

l 円)1 |刷~ 1 281 31 r勺1

2 19 2 1 4 26 19 3 2 4 28 

l 

4 4 5 6 

l 2 2 

1 1 l 3 3 

2 l 1 2 3 

3 1 4 3 4 

1 

l 

l 1 

2 3 4 3 4 8 

l 

3 2 2 7 4 3 4 12 

l 3 4 

2 3 2 3 

2 2 2 2 

1 2 1 3 3 5 

2 3 2 4 

3 l l 2 2 2 5 

35 13 69 68 25 175 22 131 74 25 252 

l 3 3 2 5 7 

4 l 3 2 6 

l l l 2 



- 32 ー 林業試験場研究報告第 217 号

第 2 表 (つづき) (Continued) 

4 (76-100)* 5 (101 

種 類
Immedi- lmmedi-
ately Three Four Seven 

Eadfiatgyehs r t ately Three Four 
Species 

after days days days Total 
after adfatyes r adtatye s 

spraymg after after after spraymg r I 

マツカワノキクイムシ
()rthotomicus ρroximus 

アカマツザイノキクイムシ
あIleborus aquilus 

Total 
14 42 4 2 1(12) 63 11 35 9 

Coleoptera 2 甲虫目 2

ヒメアトキリゴミムシ
Lebia c，αlycoかho γα

ヒゲプトハネカクシ亜科 I
Aleocharinae 1 

Aleocharinae 2 

Aleocharinae 3 

Aleocharinae 4 

// つ
ム

q
u
A
T

// 

11 

Aleocharinae 6 グ 6
ヨコミゾアリズカムシ

Zethoρsus lativentris 

Peratogo叫us sp. ? 

Cercyon olibγus アカケシガムシ
アリモドキカッコウムシ

Thanasimus lewisi 
ダンダラサピカッコウムシ

Stigmatium pitosellum 
ホソミツカドコナヒラタムシ

Silvanoprus grouvellei 
コパケデオネスイ

Jlfimemodes jaρonus 
ヒメナガセスジホソカタムシ

Bitoma niponica 

Deretaphrini sp. ? 

Haγmonia axyridis テントウムシ
コヒグナガハナノミ

Ptilodactyla ramea 

2 

フ 3 

Gastrallus sp. 2 2 
アカヒメハナノミ

Mordellistenoda akα 
オオスミヒメハナノミ

Mordellistenoda oh抑制iana

チャオピヒメハナノミ
Pseudomordellistena brunneotincta 

クリグヒメハナノミ
Falsomoγdellistena trichophora 

Coenobius Piceus クロヒメツツノ、ムシ
クロボシノミハムシ

Longitarsus bimaculafus 

l1ﾆegascelinae sp. ? 

Chysomelidae ハムシ科

l1ﾆelolontha ja"ρonica コフキコガネ

Mimela festaceiρes スジコガネ

1 

2 2 

Total 

2守司 日卜日l 131 41 1 12 Total 



マツ林における無せきつい動物の群集構造 1 (越智・片桐・小島) - 33-

-125) 6 (126-150) Tota! (76-150) 

Seven Eight Immedi. 
Three Four Seven Eight Immedi. 

Three Four Seven Eight ately ately days days Tota! 
after days days days days Total 

after days days 
adfatyes r 

days Tota! 
after after spraymg after a:fter after after spraymg after after after 

l 

l 2 1 1 3 

3 1(14)58 45 86 36 (21)244 70 163 90 41 (25)365 

3 4 3 4 

3 2 2 3 5 

2 2 2 2 

l l 

1 

3 5 5 2 2 5 9 

3 3 3 3 

2 2 

l 

2 4 

l 

2 2 

5 5 5 5 

2 

1 1 

2 2 

1 

(28) 
12 2 21 JO 33 12 27 4 J2 57 

41 叶 471 1川;-r l4~~1 ~2叶 ~190 1 94 i 川 531 4 



- 34 林業試験場研究報告第 217 号

第 2 表 (つづき) (Continued) 

4 (76'-' 100)* 5 (101 

種 類
Irnrnedi- Irnrnedi-
ately 

Three Four Seven Eight ately 
Three Four 

Species after dafatyes r 
days days days Total 

after 
days days 

spraymg 
after 瀁ter aft巴r spraymg 

after after 

Hyrnenoptera 摸し目

POηera sp. ヒメハリアリの一種 2 2 

Pheidole 抗odus オオズアカアリ 6 4 1 2 13 
トピイロシリアゲアリ

C開制αtog，αsteγlα，boriosa 41 52 11 l 105 14 49 103 
キイロシリアゲアリ

C判明αtog，αsleγ soγdidula

Pristomyrmex pungens アミメアリ l 

Kyidris mutica ヌカウロコアリ 62 16 10 4 92 

lridomyrmex ifoi yレリアリ l l 
ヒラフシアリ

Technomyγmex gibbosus 
ウメマツオオアリ

Camponotus ifoi fokioensis 8 4 13 12 14 15 
ヒラズオオアリ

Camponotus nip'ρo河icus

Paralrechina flav妙。s アメイロアリ 16 41 4 62 2 B 12 

Lαsius 叫igeγ トピイロケアリ l 

Total 
137 118 27 (10)291 29 71 133 

キパラワラビノ、パチ
Aneugmenus ja，ρonicus 

Po!ysphi抗cta tubercul，αtα I 

Lissonota sp_ 

Camρ。ρlex sp. 

Chαγops bicolo γ l 

Pristo押zeγus sp_ 

Exochus sp. 

Diadegma sp. 

Eriborus sp. 

It坦争lectis cγistatα 

Trathala sp. 

Ichneumonidae ヒメパチ科 2 2 2 

Helcon sp. 

Blacus sp. 

A呂αthis sp_ 

Apanteles sp_ 4 

JYJicrogasteγsp. 

Pha河erotoma sp_ 1 

Bγα印叫 sp_ 3 

Spalhius sp_ 3 

Doryctes sp. 1 

Braconidae コマユパチ科 l l 2 

Go托iog，αsteγi抗ubiαe

JJ1onodontomerus minor 

Torymus sp. 



マツ林における無せきつい動物の群集構造 1 (越智・片桐・小島) - 35-

-125) 6 (126-150) Tota! (76-150) 

Seven Eight 
lmmecli-

Three Eight 
lmmecli-

Three Four Seven Eight ately ately clays clays Total 
after clays clays I clays clays Tota! 

after 
clays clays 仁lays clays Tota! 

after after 
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第 2 表 (つづき) (Continued) 

4 (76-100)* 5 (101 

種 類
lmmedi- lmmedi-
ately Three Four Seven 

Eadfiatgyehs r t ately Three Four 
Species 

after adfatyes r adfatyes r adfatyes r 
Total 

after days 
adfatyer s 

spraymg spraymg after 

Cleo抑制us sp_ l 

Pteromalidae コガネコパチ科

Encyrtidae 4 トピコパチ科 4 l l 

Encyrtidae 5 // 5 1 
マツケムシハネミジカタマゴパチ

Anasfatus gastroρachae 1 l 

Tetrastichus sp_ 4 2 2 

Eulophidae ヒメコノ守チ科 l 

Elasmus sp_ 

Ceraphronic1ae ヒグナガクロパチ科

Platygaster sp_ 3 4 31 

Bethylic1ae アリガタパチ科 2 3 

Tryopoxylon vor伊es l 

Crossocerus (Coelocrabro) sp_ 

Andrena sp. 2 2 

Halictus sp. 1 1 

Halictus sp. 2 1 

Total (22+) 
31 24 5 2 31 11 6 

Total 凶11ω| |(3222| 

Diptera 双し目

Fungivoridae キノコノ号エ手ヰ 11 l 12 8 1 
Sciaric1ae クロバネキノコパエ科 64 4 68 15 7 1 I 
Psychodidae チョウパエ科 l l 2 
Culicidae カ科 l 
Chironomic1ae ユスリカ科 4 4 8 9 
Ceratopogonidae ヌカカ科 1 
Ceciclomyiidae タマパエ科 2 5 7 10 2 

長角亜目幼虫 l
N巴matocera 1 (larva) 11 11 

Nematocera 2 (larva) ，グ 2 2 2 

Phoridae ノミパエ科 4 4 

Drosophilic1ae ショウジョウパエ科 12 13 15 6 

Muscidae イエバエ科 2 2 

Calliphoric1ae クロバエ科 l 

Dexiiclae アシナガヤドリバエ科 2 2 

Sarcophagidae ニクパエ科 3 3 

Total |(15+>|
133 

Total of animals sampled 
in study forest 知 1 189 1 33 1 19 1 EhZ1 2
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Notes: * Plot no. Tray no. were indicated in parenthesis. ** Figures in parenthesis in 
that of families to which belong the specimens unidentified_ 

1) The Collembola includes Xenylla brevi~ρina ， Pseudisotoma monochaeta , Entomobrya spp_ , Homidia 
2) Coleopterous insects were divided into two grou戸: Cleoptera (1) group includes longicorn 
3) Plot 4 area was sprayed two times at one day interval but first collection of speciemens was done 
4) This includes Salina celebe町is ， Tomocerus minutus and ~ρhrotheca mu!tijasciata , in addition 
ni.注rroclφhala.
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I 5 6 
22 5 5 10 32 12 45 

2 2 
3 3 3 4 

2 3 4 5 
3 3 6 6 

τーー一一一

21(71 

161 陀Pi
31 13~1-21 
1861 2131 285l 

7I(ペ?I 209168151 

178|(ti l l ， 2861 問 1 470 1 

「司(1521

191Ml(12hi 

dicate the number of species , and figures with + indicate the sum of the number of species and 

nigrocφhala and S.ρhyrotheca multσasciata. 

beetles , weevils and scolityd beetles , and others were included into Coleoptera (2) group. 
immediately after second spraying. The specimens of the second collectio~ was lost in ac~idents. 
to the above listed Xenylla brevisρina ， Pseudisotoma monochaet，σ . Enfomobηla spp. and Homidia 
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ゾウムシ，キクイムシ類をまとめて甲虫(1)とし，その他は甲虫 (2) として整理した。

甲虫( 1) : 全部で 25 種採集され， うち入野調査地のみから採集されたものはなく，臼婆調査地乃

みから採集されたもの 15 種a 雨調査地共通種 10 種であった。

ケシカミキリ JVIiaenia tonsa BATES は入野調査地の第 2 ，第 3 調査区と臼婆調査地の第 5 ，第 6 調査

区で採集され，特に入野第 3 調査区に多くみられた種である。この第 3 調査区は 1 本のクロマツの下に設

置したもので，上方の樹冠はクロマツのみであるので，ケシカミキリはマツ類の害虫とみるべきであろ

う。著者のひとり小島(1960)7) は，本種がニワトコ Sambucus sieboldiana BLUME ex GRAEBN. の枯

木に産卵行動をしているのを観察し， また 1963 年 6 月 12 日に、高知県中土佐町より採集したアカマツ

Pinus densijlora SIEB. et Zucc. 枯損木から羽化させているので，マツ類を食害することは確実であ

る。今回多く採集されたのは，クロマツを後食していたものと考えられる。

日婆調査地で，いちばん個体数の多かったのはキイロコキクイムシ Cγyρhalus julvus NI l]IMA であ

った。次に多く採集されたものはヤマトチピコパネカミキリ Leptepania japonica HAYASHI で，特に第

6 調査区において多く採集された。ヤマトチピコパネカミキリは，受けわくの中に落下した状態からみる

と，ウパメガシ樹冠下の受けわくで採集され，また同地でウパメガシのたきぎからも採集されたところか

らみてヲ本種はウパメガシを加害しているものと忠われる。

その他松くい虫の中で，最も重要な種であるマツノマダラカミキリ Monochαmus atternatus HOPE , 

ニセマツノシラホシゾウムシ Shirahoshizo rufescens ROELOFS などが採集されており，特にマツノマ

ダラカミキリは道路沿いのクロマツ樹冠下に多数落下しているのがみられた。

調査区間についてみると，第 6 調査区が他の第 4 ，第 5 調査区に比べて種数.個体数ともに多く採集さ

れたが，これは調査区の樹冠構成が第 11 図に示すとおり広葉樹が多くなっているためであろう。

甲虫 (2) : 各調査区とも種数はかなり多く採集されたが，種あたりの個体数は少なく，また調査区

ごとに別々の種が採集された。すなわち入野調査地では 27 種，日婆調査地ではお種で，全体としては 52

種となり句両調査地共通の種は 3 種のみであった。

膜し類あり類 Formicidae

入野調査地から採集されたものは 15 種，日婆調査i也からのもの 12 種で今両調査地から採集されたもの

は全部で 16 種，そのうち両調査地共通に採集されたもの 11 種，したがって入野調査地のみで採集された

ものは 4 種，日婆調査地のみのものは 1 種であった。あり類とマツの枯損量の聞には，何らかの関係があ

るようにも恩われる。

生態ヲ分布上の問題点としては，同定者の岡本啓氏によると，両調査地ともに採集され，特に第 4 調

査区で多く採集されたヌカウロコアリ Kyidris mutica BROWN の羽アリが，野外の自然状態で採集され

たのは初めての記録であるという。また入野調査地で採集された Lφtothorax ? sp. は海岸地帯にいる

ありであるが，きわめてまれな種類であるという。

膜し類その他 Hymenoptera

あり類を除いたものを含める。

入野調査地で採集されたものは全部で 42種であった。個体数よりみると第し第2 調査区が多く，第

3 調査区はその半分以下であった。種数では第2 調査区が特に多く採集された。

臼婆調査地では全部で 37種採集された。個体数は第 6 ，第 4 ，第 5 調査区の順で，種数は特に第4調
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査区に多く第 5 調査区の約 3 倍角第 6 調査区の約 2 倍であった。

入野.日婆両調査地ともこばち類に属するものが大部分で守なかでも Plalygasler sp. は，日連第 4 調

査区で採集されなかったほかは全調査区から採集されーしかも第 3 調査区以外はかなり多く採集された。

Plalyg，αster に属する P. komugi ISHII はムギアカタマパエ SitodiPlosis mosellalla GEHIN の幼虫寄生

ばちとなっているωが，今回大量に採集された Platygaster sp. は，同定者上条一昭氏によると，タマパ

エ科におもに寄生しているという。今回の調査でも本種とタマパエ科に属するものとの間の落下数の状況

がよく似ているので，タマパエ科のある種のものに寄生していたものと忠、われる。

本目に属するもので，こん虫寄生性のものは上記のこばち類のほかに，今回採集された資料の中からは

ヒメパチ科，コマユパチ科などがあげられる。特に入野調査地において真正くも類.アリ科(捕食虫トピ

イロシリアゲアリを主体としている)などの捕食者のほかにヒメパチ科，コマユパチ科，ヒメコパチ科，

アリガタパチ科司その他のこばち類と広範囲な天敵類が多数採集されたことは興味深い。

分布，生態上の問題としては，日本ではこばち類の分類はあまり進んでおらず.属までの分類しかでき

ないものが多かったが，上条一昭氏によると ， Termolam.ρa sp. は今まではヨーロァノぞから 1 属 1 種で，

Evetria 問'sinella LINN立の寄生ばちとして知られているだけであるが.今回の調査で第 2 調査区 (5 頭)，

第 3 調査区 (6 頭)で採集された。日本では Evetria 属としては7ツヅアカシンムシ E. cristala W ALｭ

SINGHAM があげられ，今回の調査で第 2 調査区などで採集されているので，マツゾアカシンムシに寄生

していたと考えられる。

そのほかアリガタパチ科に属する A.teleopterus sp. は.同定者岩田久二雄氏によるときわめてまれな

種であるという。

今回採集された11莫し目のものは上述のように.大部分がこん虫寄生性または捕食性のものであった。

双し類 Diptera

双し類は科までしか同定されていなが.入野調査地からは 25 科，日空事調査地からは 15 科採集されたっ

このうち入野調査地のみから採集されたもの 11 科，臼婆調査地からのみ採集されたもの 1 科.両調査地

からともに採集されたもの 14 科で，全部で 26 科であった。

入野調査地ではとびむし類についで個体数が多く，大部分のものはユスリカ科に属するもので.ついで

ショウジョウパエ科，カ科笥キノコパエ科‘長角亜自の幼虫類の順であった3

臼務調査l也ではクロパネキノコパエ科に属するものが最も多く，ついでショウジョウパエ科.ユスリカ

科，タマパエ科，キノコパエ科が多く落下していた。タマパエ科に属するものは今回の散布の約 3 か月前

の 3 月のサンプリングのときにも，多数の幼虫が採集されている。

その他の目

以上の諸自のほかに，両調査地から共通に採集されたものには，だに類 Acarina. 直し類 Orthoptera ，

しろあり類 lsoptera ， ちゃたてむし類 Psocoptera. あざみうま類 Thysanoptera などがありー入野

調査地からはこのほかにラ柄限類 Stylommatophora. かにむし類 Pòeudoscorpiones. かげろう類

Ephemeroptera，とんぼ類 Odonata守毛し類 Trichoptera，それにおおむかで類 Scolopendromorpha

の各自，日磐調査地からは共通種のほかにいしむかで類 Lithobiomorpha が採集された。

このうち柄眼類についてみると，ミジンマイマイ科に属するマルナタネガイ PuPisomaorcula (BENSO="') 

が採集され，特に入野第 2調査区で 44頭も採集された。本種は木のはだ，特に枝に着生する普通の種で
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あるといわれている。

また，かにむし類は 1 科，かげろう類 3 種，とんぼ類 1 種，毛し類 1 種，そしておおむかで類 1 種が入

野調査地のみで採集されており，日磐調査地のみはいしむかで類 1 種であった。両調査地共通の目につい

てみると，だに類は 1 種+であり，直し類では科まで同定されたものも 1 種とみなせば全体で 9 種採集さ

れ，入野調査地から 6 種，日婆調査地から 7種で，うち両調査地共通のもの 4種であった。しろあり類は

1 種，ちゃたてむし類 1 種+，あざみうま類は全部で 4 種採集され，入野調査地から 3種.日碧調査地か

ら 2 種，そのうち共通種はアザ、ミウマ科に属する 1 種のみであった。

3商 要

1. '"7ツ林における無せきつい動物の群集構造を調査するためにう BHC 乳剤の空中散布を行ない，こ

れによって死亡落下する無せきつい動物を採集し，その分類同定を行なった。

2. 調査地は，マツの純林である入野と常緑広葉樹との混交林である日獲を選んだコ

3. 両調査地に 3 か所の調査区を設け，各調査区には 1 辺 1mの正方形の縁をもっ布製ロート状の受け

わくを， 1 辺 5mの正方形上に計 25 個 (5 個X5 個)設置した。

4. 動物群集の採集は薬剤散布直後を第 1 固とし，毎日 1 回計 4 ないし 6 回行なった。

5. 採集した動物は，両調査地合わせて 20 自にわたり，入野では 19 目， 日婆では 14 目であり両調査

地共通は 13 目であった。多数採集されたものとしては入野でとびむし，双し，真正くも‘膜し類の順で

あり，白星事ではあり(膜し)，とびむし，甲虫類であった。
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図版説明

Explanation of plates 

Plate 1 

1. 入野調査地の全景と調査区

A view of lrino study forest. A守 B ， C indicate the point of study plot. Plot 1, Plot 2. 

Plot 3 respectively (Photograph by K. AKIZAWA). 

2. 日磐第4 調査区付近の植生

An aspect of vegetation at Plot 4. 

3. 臼梁第 6 調査区付近の植生

An aspect of vegetation at Plot 6. 

4. 入野第 1 調査区の受けわく

Trays for collecting animals killed. Tray arrangement at Plot 1. 

Plate 2 

5. 入野第 1 調査区のクローネ

An aspect of the crown at Plot 1. 

6. 入野第 2調査区の受けわく

Trays for collecting animals killed. Tray arrangement at Plot 2. 

7. 入野第 2調査区のクローネ

An aspect of the crown at Plot 2. 

8. 入野第 3 調査区の受けわく

Trays for collecting animals killed. Tray arrangement at Plot 3. 

9. 入野第 3調査区のクローネ

An aspect of the crown at Plot 3. 

10. 臼磐第 4 調査区の受けわく

Trays for collecting animals killed. Tray arrangement at Plot 4. 

11. 臼饗第 5 調査区の受けわく

Trays for collecting animals killed. Tray arrangement at Plot 5. 

12. 臼磐第 6 調査区の受けわく

Trays for collecting animals killed. Tray arrangement at Plot 6. 



- 42 ー 林業試験場研究報告第 217 号

St1l.dies on the Composition of the Fauna of Invertebrate Animals 

in the Canopy-strata of Pine Forests 

I. On the method of investigation and simple description of the fauna 

Kishio OCHIω ， Kazumasa KATAGIRI(2) ancl Keizo KOJIMA(3) 

(Résum品)

As one of the researches on the fauna of invertebrate animals in forests , an investigation 

on the composition of the fauna of the canopy-strata of two clifferent types of pine forest was 

unclertaken ; one a forest solely of pine ancl the other a mixecl forest of pine ancl broacl-leavecl 

trees. 

Sampling of the animals was done as follows : animals which were killed by BHC sprayecl 

by helicopter were caught with 1 X 1 m square trays which were placed at 3 plots in each stucly 

forest , ancl at each plot , 25 trays were placed in th巴 form 5 X 5 m square. 

Collections of the animals were clone immecliately after spraying ancl then every clay for 4 

or more days. 

The species were separated , listecl ancl counted in the laboratory (Table 2). 
Specimens collected cover 20 orders ; 19 orders at the pure forest and 14 at mixed forest. 

In these 13 orders were common in both forests. 

At the pure forest , animals belonging to Collembola , Diptera , Araneae and Hymenoptera 
were dominant in numbers anc1 at the mixed forest , Hymenoptera , Collembola anc1 Coleoptera 

were abundant in this order. 

(1) Government Forest Experiment Station , Shikoku Branch Station , Asakura , Kôchi 四 Japan.

( 2 ) Asakawa Forest , Government Forest Experiment Station , Hachiôji , Tokyo. 
(3) Faculty of Agriculture , K�hi University , Nangoku , K�hi. 
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